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第 2 章 ― 1

調査の基本設計
ベネッセ教育総研　田中 勇作

ベネッセ教育総研では、田中博之大阪教育大学助教授ならびに木原俊行大阪市立大学大学院助教授に監修を

いただき、２１世紀に子どもたちに付けたい「豊かで確かな総合的な学力」とは何かを明らかにし、その実態を

把握することを目的に「総合学力研究会」を組織し、小中学校の現場で積極的な実践を推進されている先生方と

共に、今回の「学力向上のための基本調査（総合学力基本調査）」の設計・実施・分析を進めてきた。

本節では、第１章で田中博之助教授が報告された「総合学力研究会」としての「学力向上を考える上での７つ

の問題意識」および「子どもの学力を考えるキーポイント」を踏まえる形で、どのような調査を設計したのかに

ついて説明していきたい。

さて、今回の「学力向上のための基本調査」は、一昨年５月に田中博之助教授の監修のもとに実施した「新し

い学力を育むための教育調査」の続編的な性格を持つ一方、「新しい学力を育むための教育調査」を通して得られ

た様々な知見や仮説をもとに、新たに「学びの基礎力」という概念を導入し、より幅広い視点と領域から、「豊

かな学力を確かに育成する」上での学校や家庭における望ましい取り組みの視点を提供することを目指して設

計された。（なお、「新しい学力を育むための教育調査」の詳細については、田中博之監修／ベネッセ文教総研編
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「学力向上のための基本調査」の設計と結果概要

『２１世紀型学力を育む総合的な学習を創る』（２００２年）を参照。同報告書の全文は、ベネッセ教育総研のＷｅｂ

サイト（ベネッセ教育総研ＯＮＬＩＮＥ〔ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｖｉｅｗ２１.ｊｐ〕）で参照できる。）

調査仮説および調査項目の設計に当たっては、以下の点に留意し、約１年間にわたり「総合学力研究会」メン

バーでの討議・検討を行った。

①「学力向上」に関わる日々の実践を踏まえた現場教師の実態認識や課題意識を反映させた「現場のリアリティ重視」
の調査仮説および調査項目を設計する。

②これまでに学習心理学や各種調査によって研究・実証されてきた「学習のメカニズム」や学びに関わる各種要因等
の様々な知見を統合する形で、相互の関連性や構造を俯瞰できる「仮説モデル」を設定し、そのモデルに沿った
調査仮説および調査項目を設計する。

③「学力向上」に向けての具体的な施策や指導・学習の在り方についてのヒントを提供していけるように、学校現
場における様々な実践事例を踏まえた「効果の見える（た）活動」をベースとした調査項目を設計する。

第１章図２は、そうした討議・検討を通してまとめ上げた、「総合学力研究会」における「総合学力のモデル」

として、今回の調査における前提となる「調査仮説」であると共に、後述の各調査バッテリー設計のフレームワー

クとなっている。

さて、図表２－１－１は、 の調査項目設計に当たっての留意点で触れた①および②にそって、

これまで学習心理学等や各種調査を通して研究・実証されてきた子どもたちの学習意識や学習動機、
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学習スタイルや学習方略、各種体験等に関する様々な知見や、学校現場における実践や経験を通して

「見えない学力」といったことばで多くの先生方が抱いている認識等を、「学びの基礎力」として、「Ａ．

豊かな基礎体験」、「Ｂ．学びに向かう力」、「Ｃ．自ら学ぶ力」および「Ｄ．学びを律する力」の４領域

に再構成し、整理したものである。

「総合学力研究会」では、この「学びの基礎力」を、学習者の行動や態度形成に大きな影響を及ぼし

ているといわれる「Ａ．豊かな基礎体験」をベースに、学習の原動力となる「Ｂ．学びに向かう力」、自

主的で意図的な学習を進めていくスキルや習慣である「Ｃ．自ら学ぶ力」、および学習行動を適切な方

向へとコントロールする「Ｄ．学びを律する力」の３つの基礎力が相互に関与し合い、複合的に形成さ

第 2 章 ― 1

■図表２－１－２「学びの基礎力」下位項目についての因子分析結果
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れていく、「総合学力」の基底をなすものととらえている。

そして、こうした「学びの基礎力」は、「教科学力」や「生きる力」に対して強い影響を持つと共に、

「教科学力」や「生きる力」の伸長・発達が、「学びの基礎力」の質的変化・成長を促すという相互関連

の構造モデルを示すものとなっている。

なお、これらの「学びの基礎力」に関する今回の調査データについて因子分析したところ、図表２－

１－２に示した「原動力（因子Ｎｏ.１）」、「姿勢・構え（因子Ｎｏ.２）」、「体験・体感（因子Ｎｏ.３）」およ

び「学習スタイル（因子Ｎｏ.４）」の４因子が抽出された。これらの因子は、それぞれ当初の構造モデ

ルにおける「Ｂ．学びに向かう力」、「Ｄ．学びを律する力」、「Ａ．豊かな基礎体験」そして「Ｃ．自ら

「学力向上のための基本調査」の設計と結果概要

■図表２－１－２（つづき）

「学びの基礎力」項目名� 因子No.1�
原動力�

因子No.2�
姿勢・構え�

因子No.3�
体験・体感�

因子No.4�
学習スタイル�
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問１⑨�Ａ２．メディア体験� 手紙�

問１⑥�Ａ１．直接体験� 対人体験�

問１②�Ａ１．直接体験� 文化体験�

問３⑪�Ｂ３．自己効力感� 達成経験�

問３⑨�Ｂ１．感じ取る力� 感性の豊かさ�

問３⑬�Ｄ４．授業への構え� 聞き話す構え�

問３③�Ａ３．他者との支え合い� 家族との支え合い�

問１⑧�Ａ２．メディア体験� インターネットへの接触�
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問８④�Ｃ２．学習定着の方略� 反復方略�

問７⑥�Ｃ３．学習計画力� 学習計画の立案�

問８⑤�Ｃ２．学習定着の方略� 体制化方略�

問８⑫�Ｃ４．自宅学習習慣� 自主的な学習�
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※表中のアミかけ部分は、因子分析によって抽出された４つの因子に該当する当初の構造モデルの各領域の
下位項目であることを示す。
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学ぶ力」に該当する結果となり、「学びの基礎力」における４領域の設定には妥当性があることがほぼ

検証されたことをお伝えしておきたい。

以上、今回の「学力向上のための基本調査」における前提となる調査仮説や基本仮説、「学びの基礎

力」の構造モデル等についてその概要を紹介してきたが、今回の調査設計に関わるプロセスと全体像

を図表２－１－３に示した。

誌面の関係で詳細については割愛するが、各調査票と基本仮説の関係や第３章以降での仮説検証の

展開を俯瞰していただく上での参考にしていただければ幸いである。

なお、今回の調査で用いた「生きる力」の自己評価項目は、前述の「新しい学力を育むための教育調

査」で使用した４０項目をベースに改訂を行い、「Ⅰ．問題解決力」（前回調査では「能力・スキル」領

域に該当）、「Ⅱ．社会的実践力」（前回調査では「社会への適応力」領域に該当）、「Ⅲ．豊かな心」（前

回調査では「態度・価値観」領域に該当）、「Ⅳ．自己成長力」（前回調査では、「自己成長力」領域に該

当）の４つの領域に再構成し３０項目を設定した。

今回の改訂に当たっては、主に「社会への適応力」および「態度・価値観」の領域について、領域の

再定義ならびに項目の見直し・追加を行った。前回の調査では若干「今日的課題への関心度合い」を問

う項目に偏っていた「社会への適応力」の領域を、より積極的な社会参画の場面にまで広げ、「今日的

課題への関心」項目を厳選するとともに、前回は「態度・価値観」の領域に含まれていたいくつかの項

目を移行する形で「Ⅱ．社会的実践力」として項目の見直しを行った。また、「態度・価値観」の領域に

ついては、「Ⅱ．社会的実践力」への一部項目の移行とともに、「豊かに生きる」という新たな切り口の

もとに、「熱意」や「思いやり」、「楽しむ力」といった、多くの人たちがふだんの生活を通して実感して

いる項目を追加することで、「Ⅲ．豊かな心」という領域に設定し直した。なお、各項目の詳細につい

ては、第２章第４節を参照いただければ幸いである。

なお、今回の調査では調査対象となった小学５年生、中学２年生のクラス担任教師に対して、児

童・生徒の「生きる力」や「学びの基礎力」の状況に対する認識や学校における指導・活動の状況につ

いてのアンケート調査を行っているが、本報告書では、児童・生徒対象の調査結果を中心に分析・考

察を行ったことをお断りしておきたい。

１．調査名称 「学力向上のための基本調査２００３」（別称：「総合学力基本調査」）

２．調査のねらい

①児童・生徒の「教科学力」「生きる力」「学びの基礎力」の現状を調査し、３つの力の関係性を探

り、「総合学力のモデル」の検証を行う。

②児童・生徒が学校や家庭で経験している指導や活動が、子どもたちの「学びの基礎力」等の育成

にどのような影響を及ぼしているかを探り、学力向上に向けての具体的な施策検討に役立つ資

料や視点を提供する。

3 「学力向上のための基本調査」の全体像

4 調査概要
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「学力向上のための基本調査」の設計と結果概要

■図表２－１－３「学力向上のための基本調査」設計のプロセスと全体像

「教科学力」� 「学びの基礎力」および「生きる力」� 「学びの基礎力」育成の指導と活動�

研究会メンバーによる討議を踏まえた総合的な学力の構造モデル案、�
および４つの基本仮説の仮設定（調査フレームワークの設計）�

学習到達度調査�
■学習指導要領の目標や内容に
照らした学習の実現状況を出
題レベル、学力観点、学習領
域から測定�

■実施教科�
　小学５年生：国語・算数�
　中学２年生：国語・数学・英語�
■実施時間（各教科）�
　小学５年生：40分�
　中学２年生：45分�
■出題形式�
選択式・記述式を併用したペ
ーパーテスト�

学習意識調査（Ａ）�
■「生きる力」および「学びの
基礎力」に関する下位項目等
についての自己評価を実施�

■調査項目�
・「学びの基礎力」�
・「生きる力」�
・各教科の好き嫌い�
・各教科の理解度�
・各教科の役立ち度�

■調査形式�
各設問に対して、４段階で適
合度を自己評価するアンケー
ト（約40分）�

学習意識調査（Ｂ）�
■家庭や学校で経験している指
導や活動についての自己評価
を実施�
■調査項目�
・家庭での指導・活動�
・学校での指導・活動�
・国語・数学・英語の学習に
ついての意識�

■調査形式�
各設問に対して、４段階で適
合度を自己評価するアンケー
ト（約40分）�

総合学力研究会�

調査フレームワーク�

調査項目設計�

調査票設計�

分析・考察�

調査対象教科、学力４観点について
の出題形式・方法、出題レベルの定
義、分量等の出題基本方針の検討�
（詳細は第２章第２節を参照）�

学習指導要領の目標、内容に照
らした学習の実現状況を評価す
る基準の検討�

学習心理学等の知見を踏まえた
「学びの基礎力」項目候補の洗
い出しと、前回調査結果に基づ
く「生きる力」項目の見直し�

児童・生徒の学習状況・意識・
行動等に関する現場教師の認識
・課題意識を踏まえた調査項目
の設定�

左記により設定された「学びの
基礎力」項目を育成する上で有
効であった指導や活動のリスト
アップと調査項目の設定�

最終設定された調査項目を踏まえた総合的な学力の構造モデル案、および�
４つの基本仮説の微調整と仮説検証計画の設定�

基本仮説１の検証�
・「教科学力」と「学びの
基礎力」の相関分析�
・「教科学力」に対する�
  「学びの基礎力」の影響
度�

基本仮説２の検証�
・「学びの基礎力」と「生き
る力」の相関分析�
・「教科学力」「生きる力」�
  「学びの基礎力」の相互関
連�

基本仮説３の検証�
・「教科学力」と「生きる
力」の相関分析�

・「教科学力」に対する�
 「生きる力」の影響度�

�
（第３章第２節で展開）�

基本仮説４の検証�
・学校や家庭での指導・
経験と「学びの基礎力」
の相関分析�
・学校と家庭との連携�

�
（第４章で展開）�

提言：①学力調査結果を学力向上の具体的な展開に連結させる道筋�
　　　②子どもと学校の実態把握に基づく学校改革のプラン作り　　　（第６章で展開）�
　　　③学力向上のための提言10か条　　　（まとめ）�

（第３章第２および３節で展開）�（第３章第１節で展開）�
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第 2 章 ― 1

３．調査対象

小学校第５学年児童・教師　および中学校第２学年生徒・教師

４．調査時期

２００３年１月２７日～２月１５日（各校は左記期間の任意の日程で実施）

５．調査の内容

６．調査方法

東北・関東・中部・近畿・中国・九州の小学校２３校（児童数計１,７０７名、教師数計５６名）、中学

校１６校（生徒数計２,０２３名、教師計７１名）に対して、上記５の内容を学校通しによる自記式調査

（テスト）にて実施。

７．調査主体　「総合学力研究会」

監　　修：大阪教育大学助教授　田中博之

大阪市立大学大学院助教授　木原俊行

メンバー：栗田稔生（大阪教育大学附属平野小学校教諭） 重松昭生（守口市立八雲小学校教諭）

外山善正（大阪教育大学附属平野小学校教諭） 中川一彦（大阪教育大学附属平野小学校教諭）

西畑寧三（大阪市立長吉出戸小学校教諭） 馬場博志（大阪教育大学附属平野小学校教諭）

井寄　春（大阪教育大学附属平野中学校教諭） 久保田重幸（彦根市立中央中学校教諭）

小林弘典（大阪教育大学附属平野中学校教諭） 佐藤由美（大阪教育大学附属平野中学校教諭）

田口　順（大阪教育大学附属平野中学校教諭） 田中龍三（大阪教育大学附属池田中学校教諭）

野中拓夫（大阪教育大学附属平野中学校教諭）

事務局：ベネッセ教育総研

対　象� 名　称� 内　容�

児童・�
生徒�

①国語学力調査�

②算数／数学学力調査�

③英語学力調査（中２のみ）�

④学習についてのアンケートA

⑤学習についてのアンケートB

⑥指導の状況に関するアンケート�
当該学年�
担当教師�

・当該学年各教科における学習の到達状況を、「知識・理
解」「技能・表現」「思考・判断」の観点から測る設問で
構成。出題形式は選択式と記述式を併用�
※なお、「関心・意欲・態度」は学習意識調査で測定�

・家庭での生活や学習状況�
・学校での指導や学習活動�
・各教科の学習に対する意識�

・学校における指導内容・状況�
・子どもの実態（「学びの基礎力」や「生きる力」）に対
する認識�

・学習を進める基礎的な力（「学びの基礎力」）、および
「生きる力」についての自己評価�

学
習
到
達
度
調
査�

学
習
意
識
調
査�


